
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

震
災
復
興
に
莫
大
な
税
金
が
必
要
な
時
、
不
要
な

大
型
開
発
を
優
先
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

一問

分
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
震
災
時
の
緊
急
輸

送
道
路
と
し
て
活
用
で
き
る
」
と
す
る
区
の
無
責
任

な
姿
勢
を
正
し
ま
し
た
。 

震
災
復
興
に
莫
大
な
税
金
が
必
要
な
時
、
不
要
な

問一答の緊張

20

日

聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
基
に
、
議
事
運
営
の

問
題
点
を
指
摘
し
、
厳
し
く
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

外
環
道
本
線
は
、
大
規
模
震
災
時
の
対
策
が
不
十

分
で
あ

の
に

関
わ

ず
、
「
震
災
時
の
緊
急
輸

張感ある質
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外
環
の
２
地
上
部
街
路
の
問
題
に
つ
い
て
質
疑
を

行
な
い
ま
し
た
。 

外
環
の
２
「
話
し
合
い
の
会
」
に
つ
い
て
は
、
傍

聴
者
か

寄
せ

れ
た
意
見
を
基
に
、
議
事
運
営
の

質疑が行われ

№43 

党杉並区

張
り
ま
す

都
市
環
境
に
関
す
る
分
野
で
は
、
外
環
道
計
画
・

外
環
の

地
上
部
街
路
の
問
題
に
つ
い
て
質
疑
を

れます 

区議会議

な
答
弁
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
（
引
き
出

し
た
重
要
答
弁
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
）
。
今
後
も
、

住
民
の
生
活
を
守
る
区
政
を
実
現
す
る
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。

 
 
  

認

議

ま

分

関
 

た

に

が

で

り

議員 

や
社
会
保
障
全
般
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た

こ
の
間
、
様
々
な
団
体
と
懇
談
を
行
な
い
、
寄
せ

ら
れ
て
き
た
要
望
を
も
と
に
質
問
を
展
開
し
、
様
々

な
答
弁
を
引
き
出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
（
引
き
出

 
昨年度（

認定について

審議する分

議員一人あた

ます。各会派

分×６人＝

関昌央議員が

杉並区議

た。先週の木

に質疑をされ

がりました。

で活動してい

りました。今

謹んでご冥

杉

TE
 

ホ
htt

児
対
策
と
災
害
時
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
生
活
保

護
受
給
者
が
入
所
を
勧
め
ら
れ
る
無
料
定
額
宿
泊

所
の
問
題
」
「
障
害
者
施
策
の
拡
充
」
な
ど
、
福
祉

や
社
会
保
障
全
般
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

２０１０年

て審議を行な

分野を４つ

たり５分間

派所属議員（

３０分）で持

が逝去 
会議員 関
木曜日まで

れていただ

。関さんと

いたことも

今でも実感

冥福をお祈

杉並区善福寺

EL 090-9
ームページ
tp://www.j

分
野
」
で
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た

私
が
担
当
す
る

分
野
で
も
あ
る
の
で
、
時
間
を
多
目
に
配
分
し
て
も

ら
い
、「
介
護
保
険
の
実
態
と
課
題
」「
保
育
園
待
機

児
対
策
と
災
害
時
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
「
生
活
保

年度）の予算

ないます。 
のパートに

間の持ち時間

（日本共産党

持ち時間を

関昌央さんが

で、決算特

だけに、議

と私は、同じ

もあり、日

感がありませ

祈りいたしま

寺２－２－

9973-0941
ジ 
cp-yamada.

十
月
三
日
（
月
）
決
算
特
別
委
員
会
「
保
健
福
祉

分
野
」
で
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。
私
が
担
当
す
る

算に対する決

に分け、それ

間で、質疑を

党は、１パー

分担します

が逝去され

別委員会で

会にも動揺

じ地域（本

頃から交流

せん…。

ます。 

１１

jp/ 

決算の

れぞれ

を行い

ート ５
す。 

れまし

で普通

揺が広

本天沼）

流もあ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名前

 子

する

し始

いた

ます

っぱ

私
も
子
育
て
世
代
の
一
人
と
し
て 

意
見
交
流
し
ま
し
た
。 

は
、「
待
っ
た
な
し
」
の

課
題
で
す
。 

前を呼ばれ

みるみる

どもが自分

ようになり

始めているよ

め、子ども

すが、寝る時

いで出迎え

子
育
て
世
代
の
声
に

し
っ
か
り
と
応
え
る
政

治
を
実
現
す
る
こ
と

は
、「
待
っ
た
な
し

の

れると返

る成長し
 

分の名前を

りました。

ようです。

もと過ごす

時間までに

えてくれま

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

る
た
め
に
模
索
を
強
め

て
い
ま
す
。 

子
育
て
世
代
の
声
に

事をする

ています

を呼ばれる

自分の名

議会中は

す時間が少

に帰宅する

す。癒され

機嫌が

「ハイ」

よく返

ます（左

機嫌が

無反応

親
の
集
い
が
開
か
れ
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

今
、
多
く
の
親
が
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

 
 

 

ように 
す！ 
と返事を

前を認識

帰宅も遅

なくなり

と笑顔い

れる（笑）。

が良いと

」と元気

返事をし

左） 

が悪いと

（上） 

十
月
一
日
に
も

別

の
団
体
で
「
放
射
能
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
」

親
の
集
い
が
開
か
れ
、

 
 １

地救

届け

では

すら

届け

私が

とが

の両

ん中

もら

■１０

■あん
 

第一

れない

住民が

ことが

十
月
一
日
に
も
、
別

て
き
た
線
量
調
査
の
結
果
や
、
杉
並
区
と
し
て
除
染
が
決
ま

っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

０月３日

救援物資を被

ました。ご

、日常生活

足りない事

ることにな

参加するこ

出来ず、私

両親（写真真

）に届けて

いました。

０月２５日

んさんぶる

一回の「話し

い問題のある

が傍聴するこ

ができます。

な
の
か
？
」
「
日
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園
な
ど
の
放

射
性
物
資
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
放
射
能
汚
染
へ
の
不
安
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
が
行
な
っ

（月）みな

被災地「宮

ご協力あり

活のなかで、

事態にもな

なりました

こ 
私 
真 
て 

 

日（火）

る荻窪 

し合いの会

る議事運営

ことで、行

。ぜひ、傍

当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、
乳
幼
児
を
抱

え
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
同
士
の
意
見
交
流
で
は
、
「
給
食
食
材
は
大
丈
夫

さんから寄

宮城県石巻市

がとうござ

、もっとも

っており、

。今回は議

１９時～

会」は住民の

営が行われま

行政の姿勢を

傍聴にご参加

十
月
二
日
（
日
）
第
二
回
「
子
育
て
世
代
の
懇
談
会
」
を

井
草
の
森
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。 

寄せられた

市・女川町

ざいます。

も基本的な

緊急に物

議会中のた

～ 

の意見が尊

ました。大

をチェック

加ください

た被災

町」に

現地

「米」

物資を

ため、

尊重さ

大勢の

する

い。 


